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概要 :地球観測衛星データの利用 は、初学者に対して取り組み難いようになっている。その為、本研究では、初

学者に対しても地球観測衛星データの使用を容易にするために地方自治体用リモートセンシング実利用ポータ

ルサイトを構築した。また、地球観測衛星データのみの解析だけではなく、オープンデータを活用することに

よってより詳しい解析事例を作成できると考え取り組んだ。本稿では、今まで取り組んできたポータルサイト

の構築について、九州各県からの利用要望に対しての解析事例についての紹介を行う。 
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1. はじめに 

2013 年 1 月までに世界各国が 7000 を超える衛星

を打ち上げている。打ち上げられた衛星から多くの

データを収集しているが、衛星データサイトにおい

て、取得までの工程が長いことやデータサイト自体

が英語など煩雑なことも多い。本研究での目的は、

初学者に対して、衛星データ取得と、解析例の作成

を容易にすることである。 

本研究では、九州各県の地方自治体からの要望に

対するデータのみを対象にする。 

 

2. 地方自治体用リモートセンシング 

実利用ポータルサイト 

 ポータルサイトでは、九州各県からの利用要望を

県別、利用分野別で分類を行う。また、要望に対し

ては、使用できる衛星データ・オープンデータへの

リンク、解析に使用できる解析ツール、解析につい

ての資料、解析事例の作成方法（一部の事例のみ）

を提示する。 

 九州各県からの要望の分類は、宇宙航空研究開発

機構の衛星利用運用センターの利用分野を参考に行

う。項目は、防災・災害監視、土木・建築、地理情

報、農林・水産、エネルギー・資源、気象・環境、

海洋、通信・測位、教育・デザイン、その他の 10 
項目で分類を行う。 

 

  
  図 2.1 ポータルサイト 
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本研究では、沖縄県を除く九州 7 県を対象としてい

る。現在把握している九州各県からの要望は 70 件あ

る。しかし、県ごとの要望数に差があるため、特色が

述べにくい県が存在する。 
特色の一例として、噴火警戒レベル（2015 年 9 月

25 日現在）の高い火山がある熊本県、鹿児島県では、

火山に対する要望数が多い。また、佐賀県では、樹木

に関する要望が多い。 
 

表 2.1 九州各県からの要望の一部 

県別 要望 

宮崎県 食味マップ、ブランド茶の開発 
熊本県 火山ガス観測、涵養量推定 
佐賀県 樹木価値、樹種、樹齢 
鹿児島県 大気汚染状況、火山噴出物 
長崎県 海洋振興、海洋再生エネルギー 
福岡県 水質資源管理、食味 
大分県 ダム設置検討、津波想定 

 

3. 解析事例時に使用したデータサイト・ツール 
3.1. 使用したデータサイト 
・産業技術総合研究所[1] 
・USGS[2] 
・G-Portal[3] 
・Reverb|ECHO[4] 
・Libra[5] 
・国土地理院[6] 
・自然環境保全基盤調査 植生調査情報提供 
ホームページ[7] 

 

 
      図 3.1 USGS 

 



3.2. 使用したツール 
・QGIS[8] 
・RSP[9] 
・GIMP[10] 
・基盤地図情報標高 DEM 変換ツール[11] 
・ImageJ[12] 
 

 
図 3.2 基盤地図情報標高 DEM 変換ツール 

 
4. 解析事例 
 本研究では、九州各県からの要望の内、複数の要

望に対して活用出来る事例のみ解析事例を作成し

た。 
4.1. 火山噴火の前後比較 

2012 年時点、日本全体で活火山は、110 火山存在

している。活火山の分類は図 4.1 の様に分類されて

いる。そのランク A の活火山の内、九州には、5 火

山が存在する。その為、火山の状況のリアルタイム

把握は、重要な案件である。本事例では、火山噴火

前後の画像変化から斜面崩壊の推定を行う。また、

本事例では、桜島の噴火警戒レベル 3（入山規制）

から 4（避難準備）に引き上げ前後の衛星画像で比

較を行う。 
 

表 4.1 活動度による火山分類 
ランク 数 火山例 

ランク A 13 阿蘇山、桜島、薩摩硫黄島 
ランク B 36 霧島山、富士山、硫黄鳥島 
ランク C 38 由布岳、ニセコ、口之島 
対象外 23 羅臼山、泊山、指臼岳 

 
本解析例では、QGIS を使用して解析を実施した。

使用したデータは、Landsat8 の桜島の噴火警戒レベ

ル引き上げ前（2015.08.09）と引き上げ後

（2015.09.10）の衛星画像、国土地理院から取得した

桜島付近の DEM データである。 
手順は、まず QGIS で 2 時点の NDVI の値を算出

し,2 時点での差異 X を抽出する。 
 

    (1) 

 (2) 
 
その後、国土地理院から取得した DEM データを

GML 形式から GeoTIFF 形式に変換を行い、 
QGIS のプラグイン Qgis2threejs を使用し、3D
に変換を行う。変換を行った画像が図 4.1 であ

る。  
 

  
図 4.1 前後比較画像（8.09-9.10） 

 
4.2. 林相区分図 
 正確な森林資源の把握は、森林管理にとって重要な

案件である。森林把握の為実施されている自然 
環境保全基礎調査植生調査（以下、植生調査とい

う。）は、自然環境保全施策の推進等において重要な

資料となる現存植生図を全国的に整備, 把握すること

を目的に 1973 年の第 1 回植生調査以来、40 年以 
上渡り継続して実施しされている。しかし、植生調査

は、リアルタイムで実施されているわけではない 
ため、刻々と変化する植生に対応できていない。その

為、本事例では, 衛星リモートセンシングデータ 
を利用し、植生把握を実施する。又、本事例で使用し

たデータ、Landsat-8 のデータ（2015.05.02,2015.09．
10）と国土地理院から取得した DEM データである。 
手順は、QGIS で、2015.05.02 時点での NDVI 画像を

作成する。その後、NDVI の値のマイナス値を水、0
に近い値を市街地、プラス 0.3 以上の値を植生がある

部分として設定した。図 4.2 が分類を行った画像であ

る。 

 
図 4.2 植生マップ 1 

 
 この段階では、植生が 1 種類のみ分類となっている。

その為、2 時点での NDVI の差異 Y を抽出する。 
 

    （3） 
 
抽出された部分は、5 月から 9 月の間で NDVI の値が

低くなっているので、葉を落としていると推定出来る。 
その為、抽出した部分を落葉樹林とし、濃い緑色で設

定した。又、そのほかの植生が存在する部分を常葉樹

林と設定した。 
 



    
図 4.3 植生マップ 2 

 
表 4.2 活動度による火山分類 

色 分類 

Blue 水 
Red 市街地、土 
Light-Green 常葉樹林 
Dark-Green 落葉樹林 

 
4.3. 樹勢診断 
 嬉野茶園の冬の時点での ASTER での NDVI 画像 
の作成を行い、植生指標の集計を行った。期間は、

2010 年から 2015 年までの 5 年間で実施した。範囲

は、嬉野茶園の周辺縦 400 ピクセル、横 300 ピクセ

ルの 12000 ピクセルで測定を行った。表 4.3 に集計

結果を示す。 
 

表 4.3 嬉野周辺の NDVI 平均値 
日付 平均値（植生指数） 

2010.03.19 56.901 
2011.12.19 23.066 
2012.11.03 47.276 
2013.12.08 28.692 
2014.10.24 53.042 

 

図 4.4 嬉野市の月平均気温（℃） 

 
 
 
 
 
 
 

図 4.5 嬉野市の月合計降水量（㎜） 
 

NDVI の変化は、温度、降水量様々なもので変化する。

2011 年と 2013 年の 12 月では、気温には、違いはな

いが、降水量では 2011 年の方が低くなっている。 
その為、降水量が NDVI の値に差異を与えていると

推定出来る。 
 

5. 考察・今後の計画 

 本研究では、地方自治体用リモートセンシング

実利用ポータルサイトの構築を行った。NDVI を使

用した解析について解析事例を構築することが出

来、ポータルサイトの基礎を構築することが出来

た。 

 今後の課題として、ポータルサイトの充実を目

指す。その為に、他の研究者の方からもツールの

紹介、解析事例の提供を行える環境構築を行うこ

とによって、ポータルサイトの充実を目指す。 
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